


「 シュウメイギク（秋明菊） 」

強い日射しが　遠くなり
日陰を通り抜ける風に　秋の気配を　感じるようになった頃
秋の訪れとともに　シュウメイギクの花が　咲く

すっと立ちあがった　花茎の先に　純白の花をつけて
ゆらゆらと　風に揺れている
その姿は　優雅で　優しく　また清楚な面持ちに　心ひかれる人は多い
コロンとした　まん丸いつぼみが　次々に膨らんで
花を咲かせていく
こうして　シュウメイギクは　晩秋に至るまで　咲き継いでいく

季節の境目の　わからない花も　多いが
この花は　四季の節目を　感じさせてくれる
「今年も　咲いてくれたのね」と　小声で　花に語りかける
毎年　この場所に　同じように　咲いていてくれた
秋が来るのを　待ち遠しく思うのは　シュウメイギクが　美しく咲くから

儚げな姿に見えるが　丈夫な性質をもって　地下茎で　増えていく
冬には　すっかり枯れたようになっても　春には再び　芽吹く花
花言葉は　忍耐
秋に咲く　明るく　美しい花　シュウメイギクから
慰めと　励ましを　受け取る

サムエル記下23章（聖書）

神と共にあって　わたしの家は　確かに立つ
神は　永遠の契約を　わたしに賜る
すべてに整い　守られるべき契約を　
わたしの救い　わたしの喜びを　
すべて　神は　芽生えさせてくださる。


